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〔
特　

集
〕　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
過
去
・
現
在
・
こ
れ
か
ら

イ
ス
ラ
ー
ム
と
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
─
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
を
中
心
に

─

川　

満　

直　

樹

は
じ
め
に

　

近
年
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

私
た
ち
が
住
む
日
本
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
宗
教
が
身
近
に
な
っ

て
き
た
。
現
在
、
地
球
上
に
は
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
（
ム
ス
リ

ム
）
が
存
在
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
日

本
国
内
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
が
多

い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
多
く
の
日
系
企
業
が
、
ム
ス
リ
ム
が
多
く

住
む
国
や
地
域
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
し
て
い
る
国
に
進

出
し
企
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
南
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
パ
キ
ス
タ
ン）（
（

を
取
り
上
げ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
、
ム
ス
リ
ム
が
中
心
と
な
り
、
英
領
イ
ン
ド
か
ら
一

九
四
七
年
に
分
離
独
立
し
誕
生
し
た
国
家
で
あ
る
。
分
離
独
立
当
初

の
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
こ
れ
と
言
っ
た
産
業
も
な
く
、
経
済
発
展
の
担

い
手
と
な
る
人
材
が
不
足
し
て
い
た
。
経
済
に
対
し
不
安
要
素
が
多

く
あ
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、
一

九
六
〇
年
代
に
は
か
な
り
の
経
済
発
展
が
み
ら
れ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン

経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、
ム
ハ
ー
ジ
ル
（
宗
教
的
避

難
民
）
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
へ
移
住
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
商
人
一

族
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
商
人
一
族
は
、
そ
の
後
パ
キ
ス
タ
ン
で

財
閥
と
な
り
、
同
国
の
経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
現
在
で
も
パ
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キ
ス
タ
ン
に
存
在
す
る
い
く
つ
か
の
財
閥
は
、
同
国
の
経
済
を
け
ん

引
し
、
そ
し
て
外
国
の
企
業
と
も
技
術
提
携
を
行
い
、
ま
た
合
弁
企

業
の
設
立
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
日
系
企
業
と
関
係
の
深
い
財
閥
を
取
り
上
げ
、
パ
キ

ス
タ
ン
の
財
閥
と
日
系
企
業
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を

検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
（
今
回
は

乗
用
車
）
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
。
日
系
企
業
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
自

動
車
産
業
は
関
係
が
深
く
、
日
系
企
業
が
関
係
す
る
企
業
だ
け
で
、

同
国
の
自
動
車
生
産
お
よ
び
販
売
台
数
の
九
割
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
ム
ス
リ
ム
が
中
心
と
な
り
誕

生
し
た
国
家
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
パ
キ
ス
タ
ン
で
日
系
企
業
（
自
動
車
メ
ー
カ
ー
）
は
、
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
以
下

「
一　

パ
キ
ス
タ
ン
の
財
閥
」
で
は
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

合
弁
企
業
を
設
立
し
て
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
財
閥
を
概
観
す
る
。
そ

し
て
「
二　

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
」
で
は
、
パ
キ
ス
タ

ン
の
財
閥
と
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
合
弁
企
業
を
中
心
に
、
彼

ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
検
討
す
る
。「
む
す
び
に
か
え
て
」
で
は
、

本
稿
の
ま
と
め
を
行
う
。

一　

パ
キ
ス
タ
ン
の
財
閥 

─
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
、
ア
ト
ラ
ス
財
閥

─

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
経
済
を
け
ん
引
し
て
き
た
の

は
イ
ン
ド
や
そ
の
他
の
国
や
地
域
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
へ
移
住
し
て
き

た
ム
ハ
ー
ジ
ル
の
商
人
一
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
の
い
く
つ

か
は
財
閥
と
な
り
パ
キ
ス
タ
ン
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
い
く
つ
か
の
財
閥
は
積
極
的
に
外
国
の
企
業
と

関
係
を
も
ち
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
で
合
弁
企
業
な
ど
を
設
立
し
て
い

る
。

　

以
下
で
は
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
合
弁
企
業
を
設
立
し
て
い

る
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
と
ア
ト
ラ
ス
財
閥
を
取
り
上
げ
、
財
閥
一
族
に
つ

い
て
、
ま
た
財
閥
の
傘
下
企
業
な
ど
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。

（
1
）　
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
に
つ
い
て

　

ハ
ビ
ー
ブ
家
は
、
一
九
四
一
年
に
イ
ン
ド
亜
大
陸
初
と
な
る
イ
ス

ラ
ー
ム
系
の
銀
行
（
ハ
ビ
ー
ブ
・
バ
ン
ク
）
を
ボ
ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ

イ
）
に
設
立
し
た
こ
と
で
も
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
は
、
一
五
世
紀
ご
ろ
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
イ
ス

ラ
ー
ム
へ
改
宗
し
た
シ
ー
ア
派
の
ホ
ー
ジ
ャ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ）（
（

に
属
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図 1　ハビーブ家系図
注：図中の★印は女性を示す。同家系図は（0（4年 7 月までに収集した資料をもとに作成した。
出典：House of Habibでの聞き取り調査（（998年 7 月）およびHabib Bank AG Zurich, Brief History, 

pp.4-5、ダーウード・ハビーブ・グループとムハンマドアリー・ハビーブ・グループ傘下企業各社
のAnnual Reportより作成した。
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し
て
い
る
。
同
財
閥
の
誕
生
は
、
一
八
七
八
年
に
生
ま
れ
た
ハ
ビ
ー

ブ
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
（
以
下
ハ
ビ
ー
ブ
、
図
（
を
参
照
）
の
活
動
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ビ
ー
ブ
は
、
三
四
歳
の
こ
ろ
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
視
察
を
行
い
、
そ
の
後
す
ぐ
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
ウ
ィ
ー
ン

に
貿
易
の
拠
点
と
な
る
店
を
開
設
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ビ
ー
ブ
は
ハ
ビ
ー
ブ
家
が
行
っ
て
い
た
商
売
を
ひ
と
つ

に
ま
と
め
る
た
め
に
、
一
九
二
一
年
に
ハ
ビ
ー
ブ
＆
サ
ン
ズ
を
設
立

し
た
。
同
社
は
、
日
本
や
中
国
と
も
関
係
を
築
き
貿
易
を
行
っ
て
い

た
）
（
（

。
そ
の
後
ハ
ビ
ー
ブ
＆
サ
ン
ズ
は
、
一
九
四
一
年
に
設
立
し
た
ハ

ビ
ー
ブ
・
バ
ン
ク
の
親
会
社
と
な
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

ハ
ビ
ー
ブ
家
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
ハ
ビ
ー
ブ
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
か

ら
彼
の
息
子
（
ム
ハ
ン
マ
ド
ア
リ
ー
・
ハ
ビ
ー
ブ
と
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ハ

ビ
ー
ブ
が
中
心
）
へ
と
受
け
継
が
れ
、
印
パ
分
離
独
立
後
に
同
家
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
を
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
カ
ラ
ー
チ
ー
へ
移
し
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
へ
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
を
移
し
た
ハ
ビ
ー
ブ
家
は
、
ハ
ビ
ー

ブ
・
バ
ン
ク
の
本
店
も
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
カ
ラ
ー
チ
ー
へ
移
し
、
ハ

ビ
ー
ブ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
や
ム
ハ
マ
デ
ィ
・
ス
テ
ィ
ー
ム
シ
ッ

プ
な
ど
の
企
業
を
設
立
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
尽
力
し
た
。
ハ
ビ
ー
ブ
家
の
パ
キ
ス
タ
ン
経
済
を
支
え
る
活
動
は
、

ハ
ビ
ー
ブ
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
信
念
で
あ
っ
た
「
信
頼
、
誠
実
、

勤
勉
、
勇
気
、
寛
容
、
博
愛
」）

4
（

を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

現
在
、
ハ
ビ
ー
ブ
家
が
率
い
る
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
は
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
存

在
は
、
同
財
閥
の
分
裂
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
ム
ハ
ン
マ
ド
ア
リ
ー
・
ハ
ビ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ

と
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ハ
ビ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
活
発
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
ア

リ
ー
・
ハ
ビ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
ム
ハ
ン
マ
ド
ア
リ
ー
・
ハ
ビ
ー
ブ

で
あ
り
、
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ハ
ビ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ
は
ダ
ー
ウ
ー
ド
・

ハ
ビ
ー
ブ
で
あ
る
。
両
者
は
、
優
れ
た
企
業
家
で
あ
っ
た
ハ
ビ
ー

ブ
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
息
子
の
中
で
も
父
ハ
ビ
ー
ブ
の
影
響
を
強

く
受
け
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
、
同
家
な
ら
び
に
同

家
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
ハ
ビ
ー
ブ
の
財
閥

体
制
の
基
盤
を
築
い
た
の
も
彼
ら
二
人
で
あ
っ
た
。

　

今
日
、
ム
ハ
ン
マ
ド
ア
リ
ー
・
ハ
ビ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ
は
金
融
、

自
動
車
、
建
設
、
メ
デ
ィ
ア
、
化
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
事

業
を
手
掛
け
、
日
本
を
は
じ
め
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
そ
の
他
の
企
業

と
も
積
極
的
に
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ハ
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ビ
ー
ブ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
で
製
造
業
も
行
っ
て
い

る
が
、
金
融
業
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
（
同
財
閥
の
主
な

傘
下
企
業
は
表
（
を
参
照
）。

（
2
）　
ア
ト
ラ
ス
財
閥
に
つ
い
て

　

ア
ト
ラ
ス
財
閥
は
、
ユ
ー
ス
フ
・
Ｈ
・
シ
ラ
ー
ズ
ィ
ー
（
以
下

ユ
ー
ス
フ
）
が
一
九
六
二
年
に
設
立
し
た
シ
ラ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
を
も
っ
て
始
ま
り
と
す
る
。
よ
っ
て
、
先
に
み
た
ハ

ビ
ー
ブ
財
閥
よ
り
も
歴
史
が
浅
い
財
閥
と
言
え
る
。

　

同
財
閥
創
始
者
の
ユ
ー
ス
フ
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の
ラ
ホ
ー
ル
出

身
で
あ
る
。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
は
、
古
く
か
ら
灌
漑
農
業
な
ど
に
よ
っ

て
、
他
地
域
と
比
べ
経
済
的
に
豊
か
で
あ
り
、
ま
た
教
育
水
準
も
相

対
的
に
高
い
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
知
識
人
や
政
府
高
官
な
ど
、

国
家
に
と
っ
て
必
要
と
な
る
指
導
者
層
を
輩
出
し
て
き
た
地
域
で
も

あ
っ
た
。

　

ユ
ー
ス
フ
は
も
と
も
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り）5
（

、
そ
の
後
、
政

府
の
税
務
担
当
官
、
ま
た
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
も
つ
と
め
た
。

よ
っ
て
、
彼
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
わ
っ
た
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
と
言
え
る
。
ユ
ー
ス
フ
に
は
、
図
（
が
示
す
よ
う
に
息
子
が
四
人
、

長
男
イ
フ
テ
ィ
ハ
ー
ル
、
二
男
ア
ー
ミ
ル
、
三
男
サ
ー
キ
ブ
、
四
男

ア
リ
ー
、
そ
し
て
娘
の
バ
ト
ゥ
ー
ズ
が
い
る
。
二
〇
一
五
年
時
点
で
、

長
男
イ
フ
テ
ィ
ハ
ー
ル
以
外
の
息
子
た
ち
が
、
以
下
の
よ
う
に
何
ら

か
の
形
で
ア
ト
ラ
ス
財
閥
傘
下
企
業
の
経
営
に
参
加
し
て
い
る
。

表 1　ハビーブ財閥の主な傘下企業（（009年）

AL Habib Capital Markets (Pvt.) Ltd.
Baluchistan Particle Board Ltd.
Bank AL Habib Ltd.
Dynea Pakistan Ltd.
House of Habib (Pvt.) Ltd.
Habib & Sons Ltd.
Habib Foods Ltd.
Habib African Bank

Habib Insurance Co. Ltd.
Habib Metropolitan Bank
Habib Overseas Bank Ltd.
Habib Sugar Mills Ltd.
Habibsons Bank Ltd.
Indus Motor Co. Ltd.
Shabbir Tiles & Ceramics Ltd.
Thal Ltd.

注：同表に掲載されている企業は、ムハンマドアリー・ハビーブ・グループとダーウー
ド・ハビーブ・グループの主な傘下企業である。

出典：傘下企業各社 Annual Report および House of Habib 本社（（998年）での聞き取り
調査より作成した。
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〈
ユ
ー
ス
フ
の
息
子
た
ち
の
傘
下
企
業
へ
の
役
員
就
任
に
つ
い
て
（
二

〇
一
五
年
時
点
）〉）

（
（

❖
ア
ー
ミ
ル
：
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
（
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・

パ
キ
ス
タ
ン
）

❖
サ
ー
キ
ブ
：
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
ア
ト
ラ
ス
・
ホ
ン
ダ
）

❖
ア
リ
ー
：
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
ア
ト
ラ
ス
・
バ
ッ
テ
リ
ー
）

　

ダ
イ
レ
ク
タ
ー
（
ア
ト
ラ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ア
ト
ラ

ス
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
）

　

ア
ト
ラ
ス
財
閥
の
二
〇
〇
九
年
時
点
で
の
主
な
傘
下
企
業
は
、
表

（
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ト
ラ
ス
財
閥
傘
下
企
業
の
特
徴
は
、

中
心
的
な
企
業
の
い
く
つ
か
が
外
資
と
の
合
弁
に
よ
り
設
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
合
弁
企
業
設
立
の
際
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す

の
が
シ
ラ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
で
あ
り
、
同
社
は
同
財

閥
傘
下
企
業
の
親
会
社
と
し
て
、
財
閥
内
で
所
有
面
お
よ
び
経
営
面

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
、
所
有
面
で
は
、
以
下
の

〈
シ
ラ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
傘
下
企
業
の
株
式
所
有

状
況
（
二
〇
〇
九
年
時
点
）〉
が
示
す
よ
う
に
、
傘
下
企
業
の
株
式
を

所
有
し
て
お
り
、
同
社
の
傘
下
企
業
に
対
す
る
影
響
力
は
大
き
い
と

言
え
る
。
ま
た
、
現
在
、
財
閥
内
に
お
け
る
所
有
面
で
は
、
シ
ラ
ー

ズ
ィ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る）7
（

。

〈
シ
ラ
ー
ズ
ィ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
傘
下
企
業
の
株
式
所
有

状
況
（
二
〇
〇
九
年
時
点
）〉）

8
（

　

❖
ア
ト
ラ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
：
六
一
・
六
四
％

　

❖
ア
ト
ラ
ス
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
：
三
四
・
〇
一
％

　

❖
ア
ト
ラ
ス
・
バ
ッ
テ
リ
ー
：
二
九
・
八
九
％

　

❖
ア
ト
ラ
ス
・
ホ
ン
ダ
：
二
四
・
四
三
％

図 2　シラーズィー家系図
注：図中の★印は女性を示す。
出典：Shirazi Investment (Pvt.) Ltd. 本社での聞き取り調査（（999

年（（月（（日）より作成。

Yusuf H. Shirazi

Iftikhar H. 
Shirazi

Aamir H. 
Shirazi

Saquib H. 
Shirazi

Batooz 
Shirazi★

Ali H. 
Shirazi
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ア
ト
ラ
ス
の
事
業
会
社
の
中
心

的
な
企
業
は
、
あ
と
で
触
れ
る
が
、

日
本
の
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

（
以
下
ホ
ン
ダ
）
と
の
合
弁
企
業
で

あ
る
ア
ト
ラ
ス
・
ホ
ン
ダ
と
ホ
ン

ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ

ス
タ
ン
で
あ
る
。
ア
ト
ラ
ス
・
ホ

ン
ダ
は
、
ホ
ン
ダ
の
オ
ー
ト
バ
イ

の
製
造
お
よ
び
販
売
を
目
的
に
パ

ン
ジ
ャ
ド
リ
ャ
と
ア
ト
ラ
ス
・

オ
ー
ツ
が
合
併
し
誕
生
し
た
企
業

で
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ン
ダ
・
ア
ト

ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
は
、

ホ
ン
ダ
の
自
動
車
の
製
造
お
よ
び

販
売
を
目
的
に
ホ
ン
ダ
と
の
合
弁

に
よ
り
誕
生
し
た
企
業
で
あ
る
。

同
社
で
は
、
主
に
シ
ビ
ッ
ク
や
シ

テ
ィ
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
。

　

ア
ト
ラ
ス
財
閥
の
成
長
と
事
業

拡
大
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
上
記
二
社
を
中
心
と
し
た
ホ
ン
ダ
と
の
関
係
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
今
後
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

二　

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動 

─
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
と
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・

カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
を
中
心
に

─

　

パ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ン
ド
の
自
動
車
産
業
に
お
い
て
、
日
本
の
ス
ズ

キ
株
式
会
社
（
以
下
ス
ズ
キ
株
式
会
社
を
あ
ら
わ
す
場
合
は
ス
ズ
キ
、

現
地
企
業
を
あ
ら
わ
す
場
合
は
パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
）
は
他
社
（
日
本
以

外
の
国
も
含
め
）
よ
り
も
一
歩
も
二
歩
も
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
ス
ズ

キ
は
イ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
で
も
先

駆
的
な
存
在
で
あ
る）9
（

。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ス
ズ
キ
の
海

外
生
産
初
の
四
輪
車
は
、
一
九
七
五
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
で
生
産
し
た

「
ジ
ム
ニ
ー
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
八
年
に
は
同
国
で
軽

ト
ラ
ッ
ク
「
キ
ャ
リ
ー
」
の
生
産
を
行
っ
た
。
ス
ズ
キ
は
、
イ
ン
ド

と
同
じ
よ
う
に
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
日
本
的
経
営
を
導
入
し
、
ま
た
現

地
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
向
上
に
も
つ
と
め
た
。
そ
の
結

果
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
イ
ン
ド
に
お
け
る
現
在
の
ス
ズ
キ
の
地

位
で
あ
ろ
う
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
な
ら
び
に
イ
ン
ド
で
の
ス
ズ
キ
の
活
動
に
関
す
る
研

表 2　アトラス財閥の主な傘下企業（（009年）

Atlas Asset Management Ltd.
Atlas Battery Ltd.
Atlas Capital Markets Ltd.
Atlas Engineering Ltd.
Atlas Foundation
Atlas Honda Ltd.

Atlas Insurance Ltd.
Atlas Power
Honda Atlas Cars (Pakistan) Ltd.
Honda Atlas Power Products (Pvt.) Ltd.
Shirazi Capital (Pvt.) Ltd.
Shirazi Investment (Pvt.) Ltd.

出典：Atlas Honda Ltd., Annual Report 2009, p.9（ および傘下企業の Annual Report を参考に
作成。
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究
論
文
や
書
籍
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

ら
両
国
で
の
ス
ズ
キ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に
つ
い
て
は
既
存
の
研
究
論

文
や
書
籍
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
パ
キ
ス

タ
ン
財
閥
と
の
合
弁
企
業
で
あ
る
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
と
ホ
ン

ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
、
特
に

両
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
中
心
を
な
す
考
え
方
を
中
心
に
検
討
し
た

い
と
思
う
。

（
1
）　
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
に
つ
い
て

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
は
、
Ｇ
Ｍ
な
ど
が
一
九
四
〇
年
代
後

半
に
同
地
で
自
動
車
を
販
売
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
一
九

四
〇
年
代
に
活
躍
し
て
い
た
そ
れ
ら
企
業
は
、
現
在
パ
キ
ス
タ
ン
で

は
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車

（
乗
用
車
）
産
業
は
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
そ
の
市
場
の
九
割
以

上
を
占
め
て
い
る
。
日
系
メ
ー
カ
ー
以
外
に
は
韓
国
の
現
代
自
動
車

な
ら
び
に
起
亜
自
動
車
な
ど
が
進
出
し
て
い
る
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
の

自
動
車
市
場
で
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
存
在
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
主
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
乗
用
車
市
場
を
中
心
に
日
系
自

動
車
メ
ー
カ
ー
（
現
地
財
閥
と
の
合
弁
企
業
も
含
む
）
の
活
動
等
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。
は
じ
め
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
を
概
観

し
よ
う
。
表
（
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
別
の

乗
用
車
の
生
産
台
数
お
よ
び
販
売
台
数
の
全
体
に
占
め
る
割
合
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
表
（
に
あ
る
企
業
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
自
動
車
の

生
産
を
行
っ
て
い
る
。

　

い
く
つ
か
特
徴
が
あ
る
が
、
一
つ
は
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー

（
パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
）
お
よ
び
現
地
財
閥
と
日
系
企
業
の
合
弁
企
業
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
合
弁
企
業
に
つ
い
て
言
え
ば
、
イ
ン
ダ

ス
・
モ
ー
タ
ー
は
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
（
以

下
ト
ヨ
タ
）
と
豊
田
通
商
株
式
会
社
（
以
下
豊
田
通
商
）、
ホ
ン
ダ
・

ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
は
ア
ト
ラ
ス
財
閥
と
ホ
ン
ダ
、

そ
し
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
ニ
ッ
サ
ン
（
同
社
は
二
〇
〇
四
年
以
降
生
産
を

行
っ
て
い
な
い
）
は
ビ
ボ
ー
ジ
ー
財
閥
と
日
産
自
動
車
株
式
会
社
の

合
弁
と
な
っ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
日
系
企
業
と
の
現
地
合
弁
相
手

が
パ
キ
ス
タ
ン
を
代
表
す
る
財
閥
で
あ
る
こ
と
。
合
弁
相
手
の
ハ

ビ
ー
ブ
と
ア
ト
ラ
ス
、
ま
た
ビ
ボ
ー
ジ
ー
な
ど
は
現
在
で
も
パ
キ
ス

タ
ン
を
代
表
す
る
財
閥
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
表
（
を
も
ち
い
、
乗
用
車
の
生
産
お
よ
び
販
売
の
状
況

を
確
認
し
た
い
。
メ
ー
カ
ー
別
の
生
産
割
合
を
み
た
場
合
、
毎
年
度

パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
が
全
生
産
台
数
の
約
五
割
を
占
め
、
他
を
圧
倒
し

て
い
る
。
表
（
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
は
八
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車
種）（1
（

（
表
（
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
期
間
の
平
均
）
を
生
産
し
て
お

り
車
種
数
で
も
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
次
に
続
く
の

が
、
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
同
社
の
生
産
台
数
は
全

体
の
二
～
三
割
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー

に
続
く
の
が
、
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン

で
あ
る
。
ま
た
、
表
（
の
販
売
台
数
の
割
合
を
見
る
と
、
説
明

を
加
え
る
ま
で
も
な
い
が
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
生
産
台
数

と
比
例
し
パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
、
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
そ
し
て

ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
順
と
な
っ
て

い
る
。

　

次
に
、
表
4
は
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
か
か
わ
っ
て
い
る

現
地
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
三
社
（
パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
、
イ
ン
ダ

ス
・
モ
ー
タ
ー
、
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
）

の
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
乗
用
車
の
生
産
台
数
お
よ
び
販
売
台

数
に
関
す
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
4
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
生
産
台
数
お
よ
び
販
売
台
数
に
占
め
る
割
合
は
、

三
社
で
約
九
割
を
占
め
て
い
る
。
生
産
台
数
に
つ
い
て
は
二
〇

〇
六
─
二
〇
〇
七
年
度
以
降
、
販
売
台
数
に
つ
い
て
は
二
〇
〇

五
─
二
〇
〇
六
年
度
以
降
、
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
表
（

と
表
4
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
自
動
車
（
乗
用
車
）
市
場
に
お
け
る

表 3　パキスタンにおける自動車メーカー別の乗用車の生産台数（上段）および販売台数（下段）の割合
単位：％

　　
（00（-
（00（

（00（-
（004

（004-
（005

（005-
（00（

（00（-
（007

（007-
（008

（008-
（009

（009-
（0（0

（0（0-
（0（（

（0（（-
（0（（

パック・スズキ
5（.（5 50.9 50.47 5（.4 （（.（（ （（.（4 5（.（5 5（ 5（.（4 （（.（（
5（.0（ 5（.（7 50.09 5（.（7 （0.（（ （（.（7 50.98 5（.（9 54.59 （（.（（

インダス・モーター
（7.（5 （5.（7 （（.（（ （（.8（ （4.（8 （5.77 （（.85 （（.5（ （（.97 （（.（8
（7.0（ （5.94 （（.（4 （（.0（ （（.94 （5.（（ （4.4（ （5.9（ （4.（5 （0.4（

ホンダ・アトラス・カーズ
・パキスタン

（（.（（ （（.78 （（.04 （5.7 8.（（ 7.5 （（.59 9.75 （0.（ 7.（（
（（.（（ （（.9（ （5.9（ （5.（5 9.05 7.（ （（.（（ 9.98 （0.57 （.77

ガンダーラ・ニッサン
0.07 0.0（
0.09 0.0（

ランドローバー
　 　 0.（ 0.（（ 0.7（ 0.85 0.9（ 0.85 0.57 0.（（
　 　 0.（7 0.（（ 0.7（ 0.7（ （.07 0.85 0.55 0.（9

現代自動車
8.（ （0.（9 9.（9 9.44 5.（（ 4.74 （.（9 0.88 0.（（ 0

8.（5 9.9（ 9.94 8.7（ 5.9（ 4.8（ （.（ 0.97 0.（4 0

起亜自動車
（.（ 0.9（ 0.59

（.57 0.8（ 0.（5

注：年度＝パキスタンの会計年度 7 月～翌年 （ 月末。
出典：Pakistan Automotive Manufacturers Association, Historical Date: Production & Sale of Vehicles 

From （995 onwards, Pakistan Automotive Manufacturers Association Website（http://www.pama.org.
pk/images/stories/pdf/historical-data.pdf、（0（（年 7 月 （ 日閲覧）より抜粋し作成。
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日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
（
日
系
企

業
と
の
合
弁
企
業
を
含
む
）
の
活

躍
状
況
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
に

つ
い
て

　

イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
は
、
ハ

ビ
ー
ブ
財
閥
と
日
本
の
ト
ヨ
タ
お

よ
び
豊
田
通
商
と
の
合
弁
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ
る
。
同
社

は
、
一
九
八
九
年
に
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
か
ら
認
可
を
受
け
、
一
九
九

三
年
に
カ
ロ
ー
ラ
の
生
産
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
を
開
始
し
た）（（
（

。
イ
ン
ダ
ス
・

モ
ー
タ
ー
の
設
立
当
初
の
状
況
に

つ
い
て
述
べ
る
と
、
工
場
の
敷
地

面
積
は
四
〇
万
㎡
、
自
動
車
の
生

産
は
二
シ
フ
ト
制
（
一
シ
フ
ト
＝

八
：
三
〇
～
一
七
：
三
〇
で
年
間
約

一
万
台
を
生
産
可
能
）
で
行
う
予

定
で
あ
っ
た
。
設
立
当
初
、
二
万
台）（1
（

の
自
動
車
を
生
産
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
詳
細
は
省
く
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
市
場
の
規
模
な

ら
び
に
競
合
他
社
と
の
関
係
に
よ
り
一
万
台
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
表
5
は
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
の
生
産
能
力
、
雇
用
者
数

や
売
上
額
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
同
社
の
生
産
能
力
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
設
立
当
初
二

万
台
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
万
六
〇
〇
〇

台
、
そ
の
後
三
万
台
（
二
〇
〇
四
年
）、
約
四
万
四
〇
〇
〇
台
（
二
〇

〇
六
年
）、
二
〇
一
一
年
に
は
五
万
四
八
〇
〇
台
と
な
っ
て
い
る
。

当
然
、
そ
れ
に
比
例
す
る
形
で
同
社
の
売
り
上
げ
な
ら
び
に
雇
用
者

数
（
現
地
ス
タ
ッ
フ
）
も
増
加
し
て
き
た
。
表
5
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

で
の
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
の
活
動
が
順
調
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

　

表
（
が
示
す
よ
う
に
、
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
の
自
動
車
の
生
産

台
数
お
よ
び
販
売
台
数
も
表
5
の
数
値
と
比
例
し
、
順
調
に
増
加
し
、

パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
に
次
ぐ
位
置
に
あ
る
。
同
社
が
主
に
生
産
し
て
い

る
の
は
、
表
（
に
あ
る
よ
う
に
、
カ
ロ
ー
ラ
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
そ
し

て
ク
オ
ー
レ
（
ダ
イ
ハ
ツ
）
の
三
車
種
で
あ
る
。
三
車
種
と
も
生
産

台
数
お
よ
び
販
売
台
数
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
な
か
で
も
カ

表 4　日系自動車メーカー （ 社が関係する企業のパキスタン乗用車市場におけるシェア
単位：％

（00（-
（00（

（00（-
（004

（004-
（005

（005-
（00（

（00（-
（007

（007-
（008

（008-
（009

（009-
（0（0

（0（0-
（0（（

（0（（-
（0（（

生産 89.5（ 88.（5 89.7（ 89.9（ 9（.9（ 94.4（ 9（.79 98.（7 99.（（ 99.75
販売 89.（9 89.（4 89.（5 90.58 9（.（（ 94.（8 9（.（（ 98.（9 99.（（ 99.8（

注： （ 社＝パック・スズキ、インダス・モーター、ホンダ・アトラス・カーズ・パキスタンで
ある。年度＝パキスタンの会計年度 7 月～翌年 （ 月末。

出典：表 （ と同じ。
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ロ
ー
ラ
は
同
社
の
主
力
車
種
で
あ
る
。
カ

ロ
ー
ラ
の
二
〇
〇
二
─
二
〇
〇
三
年
度
の
販

売
台
数
が
約
一
万
二
八
〇
〇
台
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
一
─
二
〇
一
二
年
度
に
は
約
四
万
六

二
〇
〇
台
と
約
三
・
六
倍
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ロ
ー
ラ
の
二
〇
一
一
─
二
〇
一
二
年
度
の

約
四
万
六
二
〇
〇
台
と
い
う
販
売
台
数
は
、

パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
の
中
で
販
売
台
数
が
も
っ

と
も
多
い
メ
ヘ
ラ
ー
ン
の
約
三
万
五
〇
〇
〇

台
）
（1
（

（
二
〇
一
一
─
二
〇
一
二
年
度
）
よ
り
も
約

一
万
一
二
〇
〇
台
も
上
回
り
、
カ
ロ
ー
ラ
は

パ
キ
ス
タ
ン
で
も
っ
と
も
多
く
販
売
さ
れ
て

い
る
車
種
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
ぜ
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー

タ
ー
お
よ
び
カ
ロ
ー
ラ
が
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
い
く
つ
か
の
点

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
ど
の

メ
ー
カ
ー
も
当
然
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
が
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
ト
ヨ
タ
が
力
を
入

表 5　インダス・モーターの生産能力、その他について
単位：生産能力　台、総売上　（000Pak. Rs.、雇用者数　人

生産能力 総売上 雇用者数 生産能力 総売上 雇用者数

（995 （0,000 （,8（9,（07 509 （004 （0,000 （（,5（（,（（7 （,（（（
（99（ （0,000 4,（（（,（00 54（ （005 （7,000 （7,（0（,0（4 （,4（9
（997 （0,000 4,5（8,（（0 598 （00（ 44,（98 （5,（（（,5（5 （,（（（
（998 （0,000 4,97（,99（ （（（ （007 5（,040 （9,0（（,（（（ （,84（
（999 （0,000 （,957,87（ （（5 （008 5（,040 4（,4（（,84（ （,0（0
（000 （（,000 8,（4（,（（8 （4（ （009 5（,040 （7,8（4,（04 （,89（
（00（ （（,000 9,054,7（0 （（8 （0（0 5（,040 （0,09（,（（9 （,948
（00（ （（,000 8,（（（,（89 （97 （0（（ 54,800 （（,70（,（77 （,（87
（00（ （（,000 （5,（（4,980 （,0（（

出典：Indus Motor Co. Ltd., Annual Report 1996, p.5, （0, 1998, p.（9, 2000, p.（（（筆者所有の
PDF）, 2002, p.7（（筆者所有の PDF）, 2003, p.5, 2004, p.5, 5（, 2005, p.8, 5（, 2006, p.（, （5（, 
2007, p.（（（, （（9, 2008, p.（（, 2009, p.（0, 5（, 88, 2011, p.（9, 74, （0（より作成。

表 6　インダス・モーターの車種別の生産台数（上段）および販売台数（下段） 単位：台

（00（-
 （00（

（00（-
 （004

（004-
 （005

（005-
 （00（

（00（-
 （007

（007-
 （008

（008-
 （009

（009-
 （0（0

（0（0-
 （0（（

（0（（-
 （0（（

カローラ
（トヨタ）

（（,8（（ （0,5（5 （（,007 （（,094 （5,0（（ （（,（7（ （7,054 4（,（8（ 4（,4（9 4（,（5（
（（,8（7 （0,（（（ （（,00（ （0,5（7 （5,7（（ （（,（40 （（,7（0 4（,5（0 4（,（（（ 4（,（07

ハイラックス
（トヨタ）

（,045 （,（（9 （,（94 （,575 0 （,（（8 （,44（ （,0（0 （,0（0 4,9（0
（,8（（ （,（99 （,（89 （,55（ 5（ （,00（ （,5（4 （,0（（ （,897 4,4（（

クオーレ
（ダイハツ）

4,580 （,4（8 8,5（5 7,88（ （（,78（ （（,40（ 5,80（ 5,（45 （,（80 （,（（5
4,579 （,（（9 8,59（ 7,88（ （（,77（ （（,（04 5,85（ 5,（0（ （,007 （,857

注：年度＝パキスタンの会計年度 7 月～翌年 （ 月末。
出典：表 （ と同じ。
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れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
ト
ヨ
タ
の
基
本
理
念）（1
（

を
徹
底

し
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
ト
ヨ
タ
の
基
本
理
念
〉

・
オ
ー
プ
ン
で
フ
ェ
ア
な
企
業
行
動
を
基
本
と
し
、
国
際
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
市
民
を
め
ざ
す
。

・
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
商
品
の
提
供
を
使
命
と
し
、
住
み
よ
い
地

球
と
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
。

・
様
々
な
分
野
で
の
最
先
端
技
術
の
研
究
と
開
発
に
努
め
、
世
界

中
の
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
商
品
を

提
供
す
る
。

・
各
国
、
各
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
産
業
・
経

済
に
貢
献
す
る
。

・
個
人
の
創
造
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
み
を
最
大
限
に
高
め
る

企
業
風
土
を
つ
く
る
。

・
全
世
界
規
模
で
の
効
率
的
な
経
営
を
通
じ
て
、
着
実
な
成
長
を

持
続
す
る
。

・
開
か
れ
た
取
引
関
係
を
基
本
に
、
互
い
に
研
究
と
創
造
に
努
め
、

長
期
安
定
的
な
成
長
と
共
存
共
栄
を
実
現
す
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
が
現
地
で
採
用
す
る
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
の
人
材
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
て
い
る
者
が
多
く
い

る
。
現
地
採
用
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
そ
れ
以
外
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
へ

の
教
育
は
、
採
用
後
数
か
月
間
、
上
記
の
基
本
理
念
を
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
自
動
車
製
造
に
関
す
る
知
識
の
習
得
、
専
門
的
技
術
な
ど

の
習
得
訓
練
な
ど
を
受
け
る
。
そ
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
に
関
す

る
こ
と
を
学
び
、
ま
た
「
カ
イ
ゼ
ン
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
開

催
し
、
ト
ヨ
タ
の
自
動
車
を
製
造
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
ス
タ
ッ

フ
各
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
商
品
管
理
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
で
は
、
日
本
と
同
様
の
基
準

で
生
産
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同
社
で
生
産
す
る
カ
ロ
ー

ラ
の
部
品
も
現
地
基
準
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
日
本
で
使
用
さ
れ
る

部
品
と
同
等
の
も
の
を
使
用
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
自

動
車
を
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
工
場
を
お
い
て
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
の
自
動
車
の
性
能
お
よ
び
品
質
も
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
上
記
の
点
も
イ
ン
ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
が
パ
キ
ス
タ

ン
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
要
因
と
し
て
大
い
に
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
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（
3
）　
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て

　

ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン）（1
（

は
、
ホ
ン
ダ
の
自

動
車
の
製
造
お
よ
び
販
売
を
目
的
に
一
九
九
二
年
に
ホ
ン
ダ
と
ア
ト

ラ
ス
財
閥
と
の
間
で
合
弁
設
立
の
合
意
に
至
り
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
一
九
九
四
年
か
ら
生
産
が
開
始
さ
れ
、
同
年
に
シ
ビ
ッ
ク
を
、

そ
し
て
一
九
九
七
年
か
ら
シ
テ
ィ
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
五
年
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
自
動
車
の
需
要
に
こ
た
え

る
た
め
工
場
建
屋
の
拡
張
、
溶
接
や
塗
装
な
ど
の
設
備
の
増
強
を
発

表
し）（1
（

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
諸
都

市
）
（1
（

に
販
売
店
や
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
。

　

表
7
は
、
同
社
の
車
種
別
の
生
産
台
数
お
よ
び
販
売
台
数
を
示
し

て
い
る
。
シ
ビ
ッ
ク
お
よ
び
シ
テ
ィ
と
も
に
、
年
度
に
よ
り
増
減
は

あ
る
も
の
の
生
産
な
ら
び
に
販
売
台
数
と
も
に
安
定
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
（
乗
用

車
）
市
場
か
ら
見
た
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
表
（
が
示
し
て
い
る
。
同
表
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
メ
ー
カ
ー
各
社
の
生
産
台
数
な
ら
び
に
販
売
台
数
の
割
合

を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ

ス
タ
ン
の
販
売
台
数
の
割
合
は
、
二
〇
〇
四
─
二
〇
〇
五
年
度
に
約

一
五
・
九
％
を
記
録
し
て
い
る
が
、
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
期
間
の

平
均
を
み
る
と
約
一
〇
・

九
％
で
あ
り
、
現
在
パ
ッ

ク
・
ス
ズ
キ
、
イ
ン
ダ
ス
・

モ
ー
タ
ー
に
次
ぐ
位
置
に
あ

る
。

　

ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・

カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
を
技

術
面
な
ら
び
に
経
営
面
で
支

え
て
い
る
の
は
、
日
本
の
ホ

ン
ダ
で
あ
る
。
同
社
も
イ
ン

ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
同
様
に
現

地
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育
を
重

視
し
、
研
修
の
た
め
の
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
例
え
ば
工
場

ラ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
用
の
研
修

や
管
理
職
用
の
研
修
な
ど
を

提
供
し
て
い
る
。
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
も

ち
ろ
ん
現
場
で
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
も

表 7　ホンダ・アトラス・カーズ・パキスタンの車種別の生産台数（上段）および販売
台数（下段） 単位：台

　　
（00（-
 （00（

（00（-
 （004

（004-
 （005

（005-
 （00（

（00（-
 （007

（007-
 （008

（008-
 （009

（009-
 （0（0

（0（0-
 （0（（

（0（（-
 （0（（

シビック
4,（（0 5,998 （（,（59 （（,（74 5,（（0 5,8（（ 4,985 5,（48 （,408 5,（9（
4,（（7 （,097 （（,（5（ （（,998 （,5（（ 5,7（（ 4,（（（ 5,908 （,（（5 4,977

シティ
（,78（ 7,4（7 （（,77（ （7,（0（ （0,4（（ 8,（（0 （,755 7,85（ 9,（94 7,089
（,749 7,（7（ （（,7（4 （（,（（（ （（,848 8,4（9 （,48（ 8,（（（ 9,（（（ 7,（4（

注：年度＝パキスタンの会計年度 7 月～翌年 （ 月末。
出典：表 （ と同じ。
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重
視
し
て
い
る
。
同
社
で
は
、
各
ス
タ
ッ
フ
個
人
の
能
力
を
十
分
に

把
握
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
固
定
さ
せ
る
の
で
は
な
く
適
材
適
所

に
配
置
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

ホ
ン
ダ
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
ホ
ン
ダ
が
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン

と
か
か
わ
る
上
で
、
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
で
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ホ
ン
ダ
が

重
視
し
て
い
る
こ
と
は）（1
（

、
一
つ
が
「
ホ
ン
ダ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
基

本
理
念
）」
を
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
二
つ

目
が
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
。
三

つ
目
が
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
将
来
像
を
提
示
す
る

こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。

〈
ホ
ン
ダ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
〉

　
（
人
間
尊
重
）

　

自
立
：
自
立
と
は
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
発
想
し
、

自
ら
の
信
念
に
も
と
づ
き
主
体
性
を
も
っ
て
行
動
し
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
責
任
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

平
等
：
平
等
と
は
、
お
互
い
に
個
人
の
違
い
を
認
め
合
い
尊
重

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
意
欲
の
あ
る
人
に
は
個
人
の
属
性

（
国
籍
、
性
別
、
学
歴
な
ど
）
に
か
か
わ
り
な
く
、
等
し
く
機
会

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

信
頼
：
信
頼
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
足

ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
補
い
合
い
、
誠
意
を
尽
く
し
て
自
ら
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
は
、
と
も
に

働
く
一
人
ひ
と
り
が
常
に
お
互
い
を
信
頼
し
あ
え
る
関
係
で
あ

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
（
三
つ
の
喜
び
）

　

買
う
喜
び
：
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
お

客
様
満
足
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
共
鳴
や
感
動
を
覚
え
て
い
た
だ

く
こ
と
。

　

売
る
喜
び
：
価
値
あ
る
商
品
と
心
の
こ
も
っ
た
応
対
・
サ
ー
ビ

ス
で
得
ら
れ
た
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
に
よ
り
、
販
売
や
サ
ー

ビ
ス
に
携
わ
る
人
が
、
誇
り
と
喜
び
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
。

　

創
る
喜
び
：
お
客
様
や
販
売
店
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

そ
の
期
待
を
上
回
る
価
値
の
高
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り

出
す
こ
と
。

（
社
是
）
私
た
ち
は
、
地
球
的
視
野
に
立
ち
、
世
界
中
の
顧
客
の

満
足
の
た
め
に
、
質
の
高
い
商
品
を
適
正
な
価
格
で
供
給
す
る
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こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
。

（
運
営
方
針
）
常
に
夢
と
若
さ
を
保
つ
こ
と
。
理
論
と
ア
イ
デ
ィ

ア
と
時
間
を
尊
重
す
る
こ
と
。
仕
事
を
愛
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
調
和
の
取
れ
た
仕
事
の
流
れ
を

作
り
上
げ
る
こ
と
。
不
断
の
研
究
と
努
力
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

　

ホ
ン
ダ
は
、
ア
ト
ラ
ス
財
閥
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
ホ
ン
ダ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
説
明
し
ア
ト
ラ
ス
財
閥
な
ら

び
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
ホ

ン
ダ
に
と
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
（
パ
キ
ス
タ
ン
だ
け
で
は
な
く
他
の
国

で
も
同
様
）
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上
で
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
へ
の
技
術

的
な
教
育
な
ど
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
ホ
ン
ダ

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　

近
年
、
日
本
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
情
報
を
多
く
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
耳
に
す
る
情
報
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
マ
イ
ナ

ス
の
も
の
が
多
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
あ

る
特
定
の
組
織
が
武
装
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
イ
ス

ラ
ー
ム
を
信
仰
し
て
い
る
者
が
テ
ロ
行
為
を
行
っ
て
い
る
、
な
ど
。

も
ち
ろ
ん
、
武
装
し
た
組
織
が
活
動
を
し
て
い
る
地
域
で
は
治
安
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
、
テ
ロ
行
為
が
頻
発
す
る
国
や
地
域
で
は
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
が

イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
で
は
な
い
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
し
て
い
る
人
々
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
場
合
、

あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
し
て
い
る
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

場
合
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
反
す
る
よ
う
な
行
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
行

う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
教
え
に
反
し
な
け
れ

ば
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
と
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
と
の
合
弁
企
業
イ
ン

ダ
ス
・
モ
ー
タ
ー
と
、
ホ
ン
ダ
と
ア
ト
ラ
ス
財
閥
と
の
合
弁
企
業
ホ

ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
は
、
ム
ス
リ
ム
が
中
心
と
な
り
誕
生
し
た
国
家
で
あ

り
、
現
在
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
も
パ

キ
ス
タ
ン
へ
企
業
が
進
出
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
日
本
の
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
が
関
係
し
て
い
る
企
業
を
み
て
き

た
。
両
社
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
へ
の
自
動



82

車
製
造
に
関
す
る
技
術
教
育
、
そ
し
て
品
質
管
理
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
等
々
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
ト
ヨ
タ
お
よ
び
ホ
ン
ダ
と
も
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
上
で
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
別
し
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
（
今
回
は
ハ
ビ
ー
ブ
財
閥
と
ア
ト
ラ
ス
財
閥
）
に
ト

ヨ
タ
お
よ
び
ホ
ン
ダ
の
企
業
理
念
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
二
つ

目
は
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る

こ
と
で
あ
る
。

　
「
二　

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
」
の
「（
（
）
パ
キ
ス
タ

ン
の
自
動
車
産
業
に
つ
い
て
」
で
み
た
よ
う
に
、
現
在
パ
キ
ス
タ
ン

の
自
動
車
（
生
産
・
販
売
）
市
場
の
九
割
以
上
を
、
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
三
社
が
関
係
す
る
企
業
パ
ッ
ク
・
ス
ズ
キ
、
イ
ン
ダ
ス
・

モ
ー
タ
ー
と
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
が
占
め

て
い
る
。
な
ぜ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
乗
用
車
市
場
で
日
系
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
関
係
す
る
企
業
が
優
位
な
位
置
に
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
日

本
以
外
の
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
な
ぜ
パ
キ
ス
タ
ン
で
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

　

上
記
の
問
い
に
こ
た
え
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
日

系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
パ
キ
ス
タ
ン
市
場
へ
他
国
企
業
よ
り
も
先
に

進
出
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
で
い
ち
早
く
基
盤
を
築
い
た
こ
と
が
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
先
行
者
利
益
）。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
今
回
取
り
上
げ
た
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
活
動
の
共
通
点
に
、
先
行
者
利
益
以
外
の
要
因
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
既
述
し
た
企
業
理
念
の
徹
底
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
で
あ
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、

自
動
車
と
い
う
形
が
あ
り
目
に
見
え
る
も
の
を
生
産
す
る
。
自
動
車

を
購
入
す
る
者
は
、
自
動
車
の
品
質
や
性
能
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
な
ど

と
い
っ
た
点
を
考
慮
し
自
動
車
の
購
入
を
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
。
自

動
車
メ
ー
カ
ー
も
、
も
ち
ろ
ん
品
質
や
性
能
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
な
ど

も
重
視
し
な
が
ら
自
動
車
を
製
造
す
る
。
し
か
し
、
今
回
み
た
よ
う

に
ト
ヨ
タ
も
ホ
ン
ダ
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
自
社
が

何
の
た
め
に
自
動
車
を
製
造
し
て
い
る
の
か
。
自
社
が
今
後
進
む
べ

き
方
向
性
、
ま
た
進
出
し
た
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
に
も
注
意
を
払
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
何
事
に
対
し
て
も
相
手
に
一
方
的
に
押
し
付
け

た
り
、
あ
る
い
は
話
し
を
進
め
た
り
せ
ず
に
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー

（
現
地
ス
タ
ッ
フ
も
含
む
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
両
者

が
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
う
。
理
念
を
伝
え
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
、
と
言
っ
た
目
に
見
え
な
い
よ
う
な
こ
と

を
重
視
し
行
動
に
移
し
て
い
る
こ
と
が
、
両
社
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
活

躍
し
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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今
回
は
、
ト
ヨ
タ
な
ら
び
に
ホ
ン
ダ
の
合
弁
相
手
の
財
閥
に
対
す

る
認
識
（
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
）、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
合
弁

企
業
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
ま
た
合
弁
相
手
の
財
閥
が
日
系

企
業
（
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
）
に
対
し
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
な
ど

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ス

ズ
キ
、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
が
行
っ
て
い
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育

内
容
や
パ
キ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
現
地
で
の

活
動
状
況
（
技
術
指
導
や
経
営
な
ど
に
対
す
る
指
導
、
他
）
な
ど
に
つ

い
て
も
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
別
稿
に
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
主
催
「
黒
正

塾　

第
一
八
回
寺
子
屋
」（「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
─
パ
キ

ス
タ
ン
を
中
心
と
し
て
─
」、
共
通
テ
ー
マ
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
過

去
・
現
在
・
こ
れ
か
ら
」、
二
〇
一
六
年
七
月
一
六
日
）
で
の
報
告

草
稿
の
一
部
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
主
な
参
考
文
献
〕

伊
藤
洋
「
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車
産
業
発
展
の
た
め
の
提
言
」『
パ
ー

キ
ス
タ
ー
ン
』
二
二
一
号
（
日
本
・
パ
キ
ス
タ
ン
協
会
、
二
〇
〇

九
年
一
月
）。

大
石
高
志
「
イ
ン
ド
西
部
出
身
の
ム
ス
リ
ム
商
人
層
と
環
イ
ン
ド
洋
経

済
圏
」『
南
ア
ジ
ア
：
構
造
・
変
動
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
第
一
巻

第
二
号
（
一
九
九
八
年
一
一
月
）。

黒
崎
卓
・
子
島
進
・
山
根
聡
編
『
現
代
パ
キ
ス
タ
ン
分
析
─
民
族
・
国

民
・
国
家
─
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

小
池
賢
治
・
他
編
著
『
発
展
途
上
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
』（
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）。

佐
藤
拓
『
パ
キ
ス
タ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
─
駐
在
員
が
見
た
実
力
と

将
来
─
』（
ジ
ェ
ト
ロ
、
二
〇
〇
〇
年
）。

佐
藤
創
編
『
パ
キ
ス
タ
ン
政
治
の
混
迷
と
司
法
─
軍
事
政
権
の
終
焉
と

民
政
復
活
に
お
け
る
司
法
部
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
め
ぐ
っ
て
─
』

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）。

産
業
ジ
ャ
ー
ナ
ル
株
式
会
社
編
『
ス
ズ
キ
グ
ル
ー
プ
の
実
態
二
〇
一
一

年
版
─
日
本
事
業
と
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
─
』（
ア
イ
ア
ー
ル
シ
ー
、

二
〇
一
〇
年
）。

産
業
ジ
ャ
ー
ナ
ル
株
式
会
社
編
『
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
実
態
二

〇
一
二
年
版
』（
ア
イ
ア
ー
ル
シ
ー
、
二
〇
一
二
年
）。

産
業
ジ
ャ
ー
ナ
ル
株
式
会
社
編
『
ホ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ
の
実
態
二
〇
一
一

年
版
』（
ア
イ
ア
ー
ル
シ
ー
、
二
〇
一
一
年
）。

中
野
勝
一
『
パ
キ
ス
タ
ン
政
治
史
─
民
主
国
家
へ
の
苦
難
の
道
─
』

（
明
石
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

永
尾
博
文
「
自
動
車
産
業
」
土
橋
久
男
・
他
著
『
海
外
職
業
訓
練
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク 

パ
キ
ス
タ
ン
』（
海
外
職
業
訓
練
協
会
、
一
九
九
〇
年
）。

三
上
敦
史
『
イ
ン
ド
財
閥
経
営
史
研
究
』（
同
文
舘
出
版
、
一
九
九
三

年
）。

山
中
一
郎
編
『
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
政
治
と
権
力
─
統
治
エ
リ
ー
ト
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に
つ
い
て
の
考
察
─
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）。

Ｍ
・
Ｎ
・
ピ
ア
ス
ン
著
、
生
田
滋
訳
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ン
ド
─
中
世

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
商
人
と
支
配
者
─
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四

年
）。

K
ochanek, Stanley A

., Interest G
roups and D

evelopm
ent: 

Business and Politics in Pakistan, O
xford U

niversity 
Press, （98（.

Papanek, G. F., Pakistan's D
evelopm

ent: Social G
oals and 

Private Incentives, H
arvard U

niversity Press, （9（7.
Papanek, G

. F
., ed., T

heory and P
ractice, H

arvard 
U

niversity Press, （9（8.
Papanek, G

. F
., Pakistan’s Industrial E

ntrepreneurs: 
Education, O

ccupational Background, and Finance, 
Papanek, G. F. and Falcon, W

. P. eds., T
he Pakistan 

E
xperience, H

arvard U
niversity Press, （97（.

Papanek, H
anna, Pakistan’s B

ig B
usinessm

en: M
uslim

 
Separatism

, E
ntrepreneurship, and P

artial 
M

odernization, E
conom

ic D
evelopm

ent and Cultural 
Change, V

ol. （（, N
o. （, （97（.

W
hite, Law

rence J., Industrial Concentration and E
conom

ic 
Pow

er in Pakistan, Princeton U
niversity Press, （974.

（
（
）  

パ
キ
ス
タ
ン
の
正
式
名
称
は
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国

で
あ
る
。

（
（
）  

こ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
民
族
、
言
語
、
宗
教
、
地
縁
、

血
縁
な
ど
の
い
ず
れ
か
を
と
も
に
し
、
独
自
の
文
化
と
強
い
連
帯

性
を
も
つ
社
会
集
団
で
あ
る
。
特
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
し
て
い

る
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
こ
こ
で
は
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
活

躍
す
る
代
表
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ホ
ー
ジ
ャ
、

ボ
ホ
ラ
や
メ
ー
モ
ン
な
ど
で
あ
る
。

（
（
）  H

abib Bank A
G Zurich, A

 Brief H
istory, p.5.

（
4
）  Ibid., p.5. 

（
5
）  

ユ
ー
ス
フ
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど

を
学
ん
だ
（Shirazi Investm

ent (Pvt.) Ltd.

本
社
で
の
聞
き

取
り
調
査
（
一
九
九
九
年
一
二
月
二
三
日
）、H

onda A
tlas 

Cars (Pakistan) Ltd., A
nnual R

eport 2010, p.（

）。

（
（
）  A

tlas Battery Ltd., A
nnual R

eport 2015, p.（（, A
tlas 

E
ngineering Ltd., A

nnual R
eport 2015, p.（, A

tlas 
H

onda Ltd., A
nnual R

eport 2015, p.（0, A
tlas Insurance 

Ltd., A
nnual R

eport 2015, p.（（, H
onda A

tlas C
ars 

(Pakistan) Ltd., A
nnual R

eport 2015, p.（.

（
7
）  

例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
の
シ
ラ
ー
ズ
ィ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
傘

下
企
業
の
株
式
所
有
状
況
は
、
ア
ト
ラ
ス
・
バ
ッ
テ
リ
ー
：
二

四
・
九
七
％
、
ア
ト
ラ
ス
・
ホ
ン
ダ
：
二
四
・
五
二
％
、
ア
ト
ラ

ス
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
：
三
一
・
四
五
％
、
ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ

ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
：
二
二
・
七
七
％
と
な
っ
て
い
る

（A
tlas Battery Ltd., A

nnual R
eport 2014, p.（（, A

tlas 
H

onda Ltd., A
nnual R

eport 2014, p.90, A
tlas Insurance 

Ltd., A
nnual R

eport 2014, p.5（, H
onda A

tlas Cars 
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(Pakistan) Ltd., A
nnual R

eport 2014, p.（9

）。

（
8
）  A

tlas Engineering Ltd., A
nnual R

eport 2009, p.（（, 
A

tlas Insurance Ltd., A
nnual R

eport 2009, p.84, A
tlas 

Battery Ltd., A
nnual R

eport 2009, p.59, A
tlas H

onda 
Ltd., A

nnual R
eport 2009, p.89.

（
9
）  

パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
ス
ズ
キ
の
進
出
な
ら
び
に
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
永
尾
博
文
「
自
動
車
産
業
」
土
橋
久
男
・
他
著
『
海
外
職

業
訓
練
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

パ
キ
ス
タ
ン
』（
海
外
職
業
訓
練
協
会
、

一
九
九
〇
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
自
動

車
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
洋
「
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
動
車

産
業
発
展
の
た
め
の
提
言
」『
パ
ー
キ
ス
タ
ー
ン
』
二
二
一
号

（
日
本
・
パ
キ
ス
タ
ン
協
会
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）
な
ど
を
参
照

の
こ
と
。

（
（0
）  

表
（
に
掲
載
期
間
中
の
各
社
生
産
車
種
数
は
、
イ
ン
ダ
ス
・

モ
ー
タ
ー
は
三
車
種
（
ダ
イ
ハ
ツ
の
一
車
種
を
含
む
）、
ホ
ン

ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
は
二
車
種
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
・
ニ
ッ
サ
ン
（
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
生
産
を
行
っ
て
い
な
い
）

は
一
車
種
、
ラ
ン
ド
ロ
ー
バ
ー
は
一
車
種
、
現
代
は
二
車
種
、
起

亜
（
二
〇
〇
六
年
か
ら
生
産
を
行
っ
て
い
な
い
）
は
三
車
種
と

な
っ
て
い
る
。

（
（（
）  

資
料
「
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ト
ヨ
タ
の
歩
み
」
お
よ
び
資
料

「
パ
キ
ス
タ
ン
／
ト
ヨ
タ
代
理
権
・
国
産
化
問
題 

顚
末
と
現
状
」

よ
り
。

（
（（
）  

乗
用
車
一
万
台
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
六
〇
〇
〇
台
、
バ

ン
二
〇
〇
〇
台
、
小
型
四
輪
駆
動
車
二
〇
〇
〇
台
で
あ
る
。

（
（（
）  

販
売
台
数
や
車
種
名
な
ど
は
、Pakistan A

utom
otive 

M
anufacturers A

ssociation, H
istorical D

ate: Production 
&

 Sale of V
ehicles F

rom
 （995 onw

ards, Pakistan 
A

utom
otive M

anufacturers A
ssociation W

ebsite

（http://w
w

w
.pam

a.org.pk/im
ages/stories/pdf/

historical-data.pdf

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
日
閲
覧
）
よ
り
。

（
（4
）  Indus M

otor Co. Ltd., A
nnual R

eport 1996, p（.

（
（5
）  

ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
ホ
ン
ダ

（
日
本
）
の
連
結
子
会
社
で
あ
る
。

（
（（
）  

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
広
報
発
表Press 

Inform
ation （005

（
二
〇
〇
五
年
九
月
五
日
発
表
）」（http://

w
w

w
.honda.co.jp/new

s/（005/c050905b.htm
l

、
二
〇
一
二

年
一
月
一
四
日
閲
覧
）。

（
（7
）  

ホ
ン
ダ
・
ア
ト
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
販
売
店
や

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、H

onda A
tlas 

Cars (Pakistan) Ltd., （S D
ealership (Sales, Service, 

Spare Parts)

（http://w
w

w
.honda.com

.pk/contact/
dealer（s/

、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
）、（S D

ealership 
(Service, Spare Parts)

（http://w
w

w
.honda.com

.pk/
contact/dealer（s/

、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
三
日
閲
覧
）
を
参

照
の
こ
と
。

（
（8
）  

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
本
社
で
の
聞
き
取
り
調
査
よ
り
（
二

〇
一
二
年
四
月
二
三
日
）。

（
か
わ
み
つ　

な
お
き
・
同
志
社
大
学
商
学
部
准
教
授
）




